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１ 第８回グリ下会議の振り返り（１）

第８回会議にて確認した方向性

①・②いずれの側面においても、関係機関が様々な施策・取組が実施しており、それぞれの施策・取組
の実施状況を共有しつつ、関係者の意見も丁寧に聞きながら、施策・取組を進めていくことが重要。

第8回会議では、主に大阪市の各機関が実施している施策を紹介し、共有した。

１

これまでの議論を受けて、グリコ看板下や道頓
堀を「誰もが楽しめ安心できる場所」にするた
めに、以下の２つの観点を持って取組を進め
ていく

① 安全・安心で魅力的なまちづくり
ー イメージの回復 ー

② グリ下周辺に集まる若者への包
括的な支援
ー ４つのミッションを踏まえて ー



認定ＮＰＯ法人Ｄ×Ｐより
◆障がい福祉の支援の必要性がある若者が一定割合存在すると感じている
◆実際の支援の場面では、障がい分野との連携・情報共有も必要と感じている
◆今後、会議参加・情報提供も含め検討してほしい

２

１ 第８回グリ下会議の振り返り（２）【意見交換会】

第８回会議で提言された内容

令和７年11月21日、中央区役所で地域における障がい相談支援の中核的な役割を担う「中央区障がい者
基幹相談支援センター」と「認定ＮＰＯ法人Ｄ×Ｐ」の意見交換会を実施

認定NPO法人D×P意見抜粋
➢ 実態として中央区に住居をもたず、中央区に居場所を持っている子たちが多い。
➢ 障がい福祉のサービスの必要性がある若者が居住地域が不定の状態の場合、他区に住居を構えることが多
く、中央区障がい者基幹相談センターに相談がしにくい。

➢ サービス利用前に、障がいのある方の相談に関わってもらうと良いと考える。

中央区障がい者基幹相談支援センター意見抜粋
➢ 障がいサービスについて、サービス利用前などにおいて困り事があれば、一般的な相談受付はいつでも可能
➢ 相談過程において、他区の障がい者基幹相談支援センターを利用することになった場合、本人同意のもと引
継ぎの情報提供・連携を行うことは可能

障がい分野の情報共有と支援連携を実施
今後も継続して連携していくことを確認



２ 大阪市以外の関係機関の取り組み状況（１）

前回の会議では、「今後の対応のためにも、これまでの議論を踏まえた取組の実施状況や実績等を可視化して、共有し、横連携につなげる意

識が重要。」との見解が共有されている。

大阪市の状況については前回会議で共有したので、今回は大阪府及び大阪府警の取り組みについて共有する。

関連施策の取組状況

実施主体 大阪府 事業名称 ＯＳＡＫＡしごとフィールド 所管所属
大阪府商工労働部
雇用推進室

概要
総合就業支援拠点「OSAKAしごとフィールド」では、年齢・状況に関わらず、「働きたい」と思っているすべての求職者に対し、一
人ひとりに合わせた就職活動に関する情報の提供やキャリアカウンセリング等によるきめ細やかな支援を行うとともに、併設する大
阪東ハローワークコーナーにおいて職業紹介を実施。

実績

令和5年度 令和6年度
利用者数（延べ） 14,082 13,100
新規登録者数（実数） 14,164 16,574
就職者数（実数） 8,012 8,020

グリ下会議
との関連

グリ下会議での議論によるものではなく、従来から実施しているもの
第２回、第３回、第４回グリ下会議で施策を紹介

実施主体 大阪府 事業名称 大阪府福祉基金 所管所属

大阪府福祉部子ども家
庭局青少年支援課
（事業実施：大阪府福
祉部地域福祉推進室地
域福祉課）

概要 大阪府福祉基金を活用した認定NPO法人Homedoorへの助成

実績
• R6年度 交付実績額500万円
• R7年度 交付決定額500万円

グリ下会議
との関連

グリ下会議での議論によるものではなく、従来から実施しているもの
３



２ 大阪市以外の関係機関の取り組み状況（２）

実施主体 大阪府警 事業名称

・継続補導（立ち直り支援）
・資質調査（心理テスト）
・情報発信
・街頭活動
・少年相談活動

所管所属
大阪府警本部
少年育成室

概要

別紙【資料２-２】参照

グリ下会議
との関連

グリ下会議での議論によるものではなく、従来から実施しているもの
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